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人権セ ンターでは、市民のみな さんが人権 問題 と自分 自身 との

かかわ りを見つめ直 し、人権 問題 を解決 してい くための主人公 と

して生活されるための学習の場 として 「公開講座Jを 開いています。

前回は 2月 に俳優 の宇梶岡l士さんをお招 き し 「失敗か ら学ぶ こ

とJと いうテーマでのお話 を して いただきま した。その中で 自分

の母親が 「アイ ヌ民族問題Jに 取 り組んで こられて いる ことも語

って くだ さいました。

「アイヌ民族問題Jは 、アイヌの人々が独 自の文化や社会をつ くつていた地域 に日本人が

勝手 に侵入 し 土 地 を奪い取 り、文化 を否定 し、経済的 にも不利 を強 いなが ら、 日本人 と

同 じよ うにす る ことを強制 して きた ことに原因があ ります。そ して  ア イヌ語な どを禁止

した うえに、 「1日土人Jと いう悔辱的な呼び名をつけ、学校や地域社会で、 また就職や結婚

の際 に差別 を平然 と行 ってきました。

こうした問題 に対 し、宇梶岡l士さんのお母 さん、宇梶静江 さんが声をあげ始めたのは 4 0

年近 く前の ことにな ります。 またそのかたわ ら、 アイヌ ししゆうの技術 を習得 し、工芸作

品や絵本づ くりな どの文化活動 もされてきました。今年は 8月 に 「洞爺湖 (環境)サ ミッ ト」

が行われ ま したが、それ に先だ つて同 じ北海道で 「先住民族サ ミッ トJが 行われ ま した。

宇梶 さんはその代表 として、海外か ら約 2 0人 の先住民族を招 いて環境や権利の回復な どの

意見をまとめ、各国の首脳 にアピールするという大役 も果た してお られ ます。

「アイヌ民族問題Jは 決 して過去の問題ではな く、現在 もアイヌの人々は民族 としての尊

厳を踏みにじられ、厳 しい経済的格差や社会的差別に苦 しめ られているのです。それはまた、

同和問題 をは じめとす る多 くの人権問題 との共通点 を感 じさせ ます。

そ こで今回の人権セ ンター公開講座は、宇梶静江 さんに講師 をお願 いし 「アイヌ民族問

題Jか ら人権 につ いて考 える場 にしたいと、下記の 日程で計画 しています。 九州 に住む私

たちにとって、 「アイヌ民族問題Jは 遠 い北海道の問題 とす ませて しまいがちですが、宇梶

さんのお話か ら、 一人で も多 くの市民のみなさんの身近な問題 にできた らと思 つています。

人権センター公開講座 (5)

宇梶静江さん 「ア イ ヌ 民 族 問 題 の 今 」
1 0 月 2 9 日 ( 水) 1 9 : 3 0 ～ 2 1 : 0 0

人 権 セ ン タ ー ・大 集 会 室

※事前学習会 10月 15日(水)19:30～21:00 人 権センターにて

☆お問い合わせは人権センター(TEL 80 1080)ヘ

,度 はおlStくろガJ16に 行●ます:

話を目いてやつてください'

(文 :有 田 )
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今年の初め、久々に電車に乗る機会がありました。普段は車で出かけることが多く、あまり

公共交通機関は利用しておりませんでした。夕方でもあり人が多く、座席に座ることができな

くて吊り革に手をや り、なんとなく周囲を見ると、車内のあちらこちらで携帯電話を覗き込ん

だり、メールのや りとりが行われた りしていました。私も何気なく携帯電話の待ち受け画面を

見ました。当然電源はONに なっております。ふと正面窓際を見ると 「優先席付近では携帯電

話の電源を切つてください」とステッカーカ:貼つてありました。若千の後ろめたさはあったも

のの、自分は通話もしていないし、マナーモー ドにしているからいいだろうと安易に思い、そ

のままにして降車してしまいました。

後で調べてみると、満員電車の中など人が多く集まるところではベースメーカーや除細動器

を装着している方に近づ く可能性があります。携帯電話は電源がONに なつているだけで '電

磁波」力:出てお り、携帯電話から22cm以 内ではベースメーカーなどが誤作動を起こす可能性

があると言われています。

私たちは日ごろ暮らしの中で、さまざまな障害のある人と出会つています。しかし 「周 りに

そのような人がいないから自分には関係ない」と思っていないでしょうか。

躊 凱 敬 劉
私たちは健康であることを、病気や障害のないこととして捉えてきてはいないでしょうか。

それでは病気や障害と向き合いながら懸命に生きる人たちは健康ではないのでしようか。人間

が様々な状態を持つのは当然のことです。障害を個人の問題ではなく、個性と考え、「障害が不

幸ではなく、障害があることで生きられない社会が不幸Jと いう捉え方をしてみたらどうでし

ょうか。たとえば足が不自由な人の問題はいつでも自由に移動できないことです。しかしサポ

ー トする人間関係やハー ド面 (施設、道路、駐車場、公園等)な どの連続性のある 「面J的 な

環境が整備されれば、もはや不自由は少なくなつて くるのではないでしょうか。このように考

えていくと、障害を持つ人に優しい社会は、みんなが暮らしやすい社会であるのです。 (文:井手)
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中国の威信をかけた ともいえる北京オ リンピックが先日終わ りました。日本の各メデ ィアは

競つてその様子を伝えました。

開会に先立って行われた恒例の聖火 リレーは、今回チベ ット問題が関係 し、中国国内外で混

乱が起 こり、死傷者 まで出るという痛 ましい事件になつて しまいました。 このような、民族問

題が発端となつた紛争は世界各地で起こり、なかなか解決できないまま長弓|いています。さら

に新たな争いも次々と各地で起 こり、た くさんの被害者を出しています。

日本では一見民族問題はないように思いがちですが、本当にそうで しょうか。今から20年

余 り前、「日本は単一民族国家だから、アメ リカと違って教育が行き届いている。」というよう

な発言をして、国際的にも大きな批判を浴びた首相がいました。にもかかわらず、その後 も同

じような発言をする政治家が後を絶たず、そのたびに関係する多 くの人々の心を傷つけていま

す。

先の6月 国会で 「アイメ民族を先住民 として認めるよう政府に求める国会決議Jが 全会一致

で採択され ました。永い間差別で苦しめられていたアイメの人々に先住民 としての光がようや

く当たろうとしています。しかし政府は慎重な姿勢を崩 しておらず、アイメの人々が求める具

体的施策が実現できるか不透明であるとマスコミは伝えています。

このような先住民であるアイヌの人々だけでな く、人種 民 族の異なる人々がた くさん日本

で生まれ育ち、生活 しています。また産業の発達や少子高齢化などで、日本は今後ますます外

国の人々の力を必要としてお り、実際にその数 も増加してきています。4 郡ヽでもそのような人々

の姿を見る機会が多 くなつています。国際化が進み、さまざまな人種、民族の人々が交流 しな

がら、国が成 り立っていることを考えるとき、日本に限らず、単一民族国家という考え方は成

り立たな くなつていると考えるべきです。

オ リンピック憲章は人種、宗教、政治、性男」、その他の理由に基づ く国や個人への差別を否

定 しています。そんな世界を五輪の旗は象徴 しています。私たちも日ころの生活の中で も、違

いを無視 し排除するのではなく、違いを認め、つなう=り、共存 していく感覚 感 性を育ててい

く必要がありそうです。 (文 :古賀)
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身体障害者標識
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『絵本で育つ親と子のコミュニケーション』

「人権の まちづ くりJは 市民のみなさんが主人公であ り、みなさんの力が必要です。

そのために人権センターがみんなの出会い つ どい 学びの場 となることを願つています。

開設か ら 3年 余 りの間にた くさんの出会いがあ りましたが、今回はその中のお一人

「子育て見守 り隊 :さ んJ(ペンネーム)に、日頃考えていることを書いていたださました。

社会に振り回され心にゆとりをもてない大人.

ゆった りと深く考えたら、何が子どもにとつて良いのかということや、自分が考えるべきことが感 じら

れるのに、多数派ていることが安心だと思い込み、考えようと しない世の中の風潮.親 と して 子 ども

たちと関わる大人と して、世の中と真剣に向き合っているから感 じられることかもしれませんが、私自

身日本社会はどうなつていくのだろかと不安にな ります。 しか し、自分だけよければ、と孤立イじするこ

とを恐れ、口を開さ して しまう面もあ ります。

そんな私にとつて、絵本の世界で子どもたちと関わることは、大人にな り、忘れて しまつていた自然

で素直な子どもたちの口線がとても新鮮に感 じられます。そのゆつたりと した、素朴な時間が 仏のここ

ろを癒 してくれます。なんて贅沢な時間なんだろうと感 じながら、レイチェル カ ーソン苦 「センス

オブ ワ ンダーJの  大 人が介入 しない子どもと自然の共生の世界を思いかえすことがあります。この

本に出会ったときは、大人がみようと しなければみえないものを感 じることができ と でも感動 したこ

とを覚えています。

子どもにとつて絵本や自然は切 り離せないものであり、大人にとつても同 じく切り離せないものであ

ると、ある先生のお話をお聞き した時にも感 じま した。子どもに絵本との出会いの場をつ くることは

子どもの学ぶ権利一人権を保障することではないかと思います。

昨今、学力向上と目先の成果ばか りを学校教育に求め、学校まかせ 、社会まかせ にしている大人の姿

勢を感 じます。私は、幼い頃からの家庭での親と子のコミュニクーションによる絆と、暖かな思いを親

子が一緒に感 じることが大切なのではと考えています。

そんなことに役立つ絵本の良さを、ひとりでも多 くの方に伝えていきたいと思います。

(文 :子 冑て見守 り隊 |さ ん〉
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この人権セ ンター機 関紙
・
O H I  R E C " (オ ー !レ ック)も 無事 に第 1 0号 まで にな りました。

実 は前 号をお配 りした後、 「これ はなん と読 むのかJ「 どうい う意味力'あるのかJと い うこ質 問

をいたださました。第 1号 には書いたのですが、今回からその声を生かしタイ トルのデザイン

を変え、読み方 意 味がわかるようにしました。これからもこ意見をよろしくお願いします。

また、人権に関わる投稿を募集しています。原稿採用の判断は、
‐
OHIREC｀ 編集会議

にお任せいただ くことになりますが、ふるつてこ応募下さい。

‘
・
‘
，
ｒ
・
■
　
千

:x_4.。 _++_++・ =・=・■・丼 ヽ。「‐r・r‐″・メ‐=・ェ・́ ・■・‐ "・や。)‐■・■・=‐■・=‐工・*・*・*‐■・=‐■・|…|‐'‐+・+・+・●・●・●・キ■“‐|‐ %́

小都市人権教育啓発センター

J 郡ヽ市人権教育啓発センタ…

所在地 :〒8 3 8‐0 1 4 1  小都市小椰2 9 6
でんわ&Fax:0942-80-1080(口 通)
E‐mal::oh‐recOiwk.bbiq.jp
H.P.httpノ加岬.d●.●go‖.仙kuokaJp/oh‐rec/
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